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「地域支え合いサポート講座」傾聴講座（入門編）開催「地域支え合いサポート講座」傾聴講座（入門編）開催
日　　時：平成30年 8月30日（木）、9月13日（木）、20日（木）、

27日（木） 全日程　13：30～15：30
場　　所：上尾市コミュニティセンター集会室2・3（2F）
参 加 費：無料
対　　象：上尾市在住または在勤で地域活動やボランティア活

動に関心のある方
定　　員：60名（応募多数の場合は抽選）
申 込 み：7月3日（火）～7月17日（火）にて電話受付します。
※詳細は上尾市社会福祉協議会ホームページをご覧ください。

　傾聴を知らない人でも安心して学べるように、入門編
として開催します。

　傾聴及び傾聴ボランティア活動に関する日
本の第一人者。
　平成25年度内閣総理大臣「エイジレス・ラ
イフ」実践者表彰受賞。著書多数。認知症サ
ポートのためのキャラバン・メイト

地域福祉課　ボランティア係　℡ 048―773－7155
8:30～17:15　月～金曜日（祝祭日を除く）

● 講師プロフィール
NPO法人ホールファミリーケア協会

介護支援専門員
（ケアマネジャー）募集
介護支援専門員

（ケアマネジャー）募集
募集人数：若干名（常勤嘱託職員）
資格要件：介護支援専門員証・普通運転免許

証
業務内容：居宅介護支援に関する業務・請求

事務等 
勤務場所：上尾市総合福祉センター
 （上尾市大字平塚724番地） 
勤務時間：月～金曜日（祝祭日除く）
 8：30～17：15
給 与 等：月額23万円　時間外勤務手当、

通勤手当等当会要綱に基づき支給

在宅福祉課　訪問介護係
℡ 048－773－7827
8：30～17：15
月～金曜日（祝祭日を除く）

小中学生作文コンクール小中学生作文コンクール生活支援体制
整 備 事 業

作文内容：家族・友達・学校・地域の方とのつながりや
　　　　　支えあいの中で感じたこと、考えたこと
〈例〉 ・家庭生活での出来事　　　　・地域のイベントに参加して
　　  ・ボランティア活動を行って　・学校生活での出来事　など
応募対象：上尾市内に在学している小学校４年生～中学校３年生
応募作品：小学生：400字詰原稿用紙　2枚以内
 中学生：400字詰原稿用紙　3枚以内
応募方法：所属する小学校または中学校へ提出してください。
締め切り：平成30年９月４日（火）
 ※締め切りは学校ごとに異なる場合があります。

～ 人とのつながり・地域での支え合い ～～ 人とのつながり・地域での支え合い ～

問い合わせ 地域福祉課　ボランティア係　℡ 048-773-7155
8:30～17:15　月～金曜日（祝祭日を除く）

参加賞
あり
参加賞
あり

期　　間：平成30年8月20日（月）23日（木）24日（金）の3日間　全20時間
場　　所：上尾市総合福祉センター
対 象 者：上尾市内在住で、18歳から64歳までの心身ともに健康で、今後、本

会及び市内事業所で、同行援護従業者として従事することを希望する
方、従事することが確定している方で、かつ全課程を受講できる方。

定　　員：20名（応募者多数の場合は書類選考とします）
受 講 料：5,000円（テキスト代2,592円含む）（交通費等は自己負担）
申　　込：平成30年7月2日～平成30年7月27日
　　　　　※「同行援護（一般課程）従事者養成研修受講申込書」を本会ホーム

ページよりダウンロード、もしくは在宅福祉課窓口で直接受け取り、
必要事項を記入の上、持参もしくは郵送で本会へ提出してください。

在宅福祉課　訪問介護係　研修担当
℡ 048－773－7827　FAX 048－779－7226
8：30～17：15　月～金曜日（祝祭日を除く）

平成30年度 同行援護（一般課程）従事者養成研修（障支第128号）

　上尾市社会福祉協議会では、視覚障がい者に同行して、移動に必要な情報を提
供するとともに、移動の援護、排泄及び食事等の援助、その他外出時の援助につ
いて、知識及び技術を習得した同行援護従業者の養成を目的として、同行援護
（一般課程）従事者養成研修を開催する予定です。詳細については、お問い合わ
せください。

鈴木　絹英 氏理事長

平成30年度同行援護（一般課程）平成30年度同行援護（一般課程）
従事者養成研修受講者募集のお知らせ従事者養成研修受講者募集のお知らせ

問い合わせ問い合わせ

問い合わせ
12支部社協は、一人ひとりの12支部社協は、一人ひとりの

だんのだんのふふ くく らしのらしの しし あわせをあわせを

支えていきます。支えていきます。

詳細はＰ４へ～詳細はＰ４へ～ 広告広告
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平成30年度
支出

814,604千円

平成30年度
収入

814,604千円
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市
内
12
の
支
部
社
協
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
や
流
儀
を
も
ち
な
が
ら
、

「
お
た
が
い
さ
ま
」、「
将
来
の
自
分

の
た
め
に
」
と
、
手
づ
く
り
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
役
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
は
、「
久
し
ぶ
り
の

お
し
ゃ
べ
り
で
、
明
日
も
、
次
の
日

も
、
し
ば
ら
く
は
あ
っ
た
か
い
気
持

ち
が
続
く
ん
だ
よ
ね
。
あ
り
が
と
う
。」

と
、
ふ
れ
あ
っ
た
方
か
ら
逆
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
ら
い
な
が
ら
年
間
を
通

じ
て
集
い
の
場
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
　

　
支
部
で
は
、
交
流
会
の
開
催
を
は

じ
め
、
サ
ロ
ン
活
動
や
見
守
り
、
助

け
合
い
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
活
動
を
継
続
す
る
上
で
の
課

題
や
支
障
と
な
る
こ
と
、
ひ
と
つ
の

支
部
で
は
解
決
で
き
な
い
事
柄
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

市
内
全
域
の
住
民
活
動
を
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
各
支
部
で
は
、
見
守
り
の
調
整
や

困
り
ご
と
の
相
談
を
受
付
け
る
場
所

と
し
て
、
12
の
支
部
拠
点
を
運
営
し

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
相
談
窓
口
へ
ご
本
人
が

来
ら
れ
る
の
は
一
部
の
方
で
し
か
な

く
、
困
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
な

い
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を
隠
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
な
ど
、
ご
本
人
が
適

切
に
表
現
し
、
助
け
を
求
め
る
こ
と

が
出
来
な
い
と
い
う
方
々
も
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
相
談
窓
口
に
結
び
つ
か

な
い
よ
う
な
困
り
ご
と
を
発
見
す
る

に
は
、
や
は
り
ご
近
所
同
士
の
つ
な

が
り
の
中
か
ら
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
実
際
に
、
ご
本
人
か
ら

の
相
談
だ
け
で
は
な
く
、「
困
っ
て
い

る
み
た
い
」「
困
っ
た
問
題
を
起
こ
す

人
が
い
る
」
な
ど
地
域
の
住
民
か
ら

民
生
委
員
さ
ん
や
自
治
会
の
役
員
さ

ん
へ
、
そ
こ
か
ら
支
部
社
協
へ
の
相

談
に
つ
な
が
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
住
民
組
織
と
し
て
の
「
支
部
」
の

強
み
を
よ
り
活
か
し
、
見
守
り
と
積

極
的
な
相
談
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

＊
誰
も
が
つ
な
が
り
あ
っ
て
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
　
上
尾
＊

＊
誰
も
が
つ
な
が
り
あ
っ
て
安
心
し
て
暮
せ
る
ま
ち
　
上
尾
＊

「畔吉新田事務区 サロンぬくぬく」

予 算 構 成 比 率 平成30年度 収入・支出予算
会費・寄附金

1％

市・県社協補助金
19％

共同募金
配分金
2％

受託金
22％

貸付事業 2％
事業 4％介護保険事業 5％

障害者福祉
サービス等事業

25％

その他 1％

繰入金 7％

前期末支払残高
12％

人件費58％

事務費
3％

事業費15％

貸付事業等
2％

共同募金配分金
事業費 
2％

助成金 
2％

その他
3％

予備費
1％繰入金

7％

当期末支払資金残高
7％

(単位：千円)

　
私
た
ち
が
行
う
個
別
の
支
援
は
、

近
年
複
雑
化
し
、
制
度
だ
け
で
は
解

決
の
難
し
い
こ
と
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
特
に
、
孤
立
の
問
題
は
、
地

域
の
つ
な
が
り
こ
そ
が
解
決
の
糸
口

と
な
る
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。

「
ご
み
屋
敷
」
の
問
題
な
ど
も
、
地

域
の
方
々
と
の
交
流
や
支
援
を
得
る

こ
と
で
、
解
決
へ
向
け
動
き
出
す

き
っ
か
け
と
な
っ
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
住
民
の
助
け
合
い
だ
け
で

は
解
決
が
困
難
で
、
支
え
き
れ
な
い

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
を
、

も
う
一
度
つ
く
り
、
安
心
し
て
暮
せ

る
街
づ
く
り
を
進
め
る
と
共
に
、
私

た
ち
社
協
は
、
ど
の
よ
う
な
困
り
ご

と
で
も
受
付
て
、
専
門
機
関
と
問
題

を
解
決
し
て
い
く
と
い
う
、
地
域
に

暮
ら
す
誰
も
が
頼
り
と
す
る
相
談
機

関
と
し
て
の
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

　
「
あ
っ
た
か
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
事

業
」
や
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

ロ
ン
」、「
住
民
助
け
合
い
サ
ー
ビ
ス

事
業
」
等
の
地
域
住
民
が
進
め
る
福

祉
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

○
福
祉
体
験
学
習
の
支
援

○
総
合
相
談
窓
口
の
開
設

○
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
ね
っ
と

○
福
祉
資
金
の
貸
付
け

○
あ
げ
お
在
宅
サ
ー
ビ
ス

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

上
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会

上
尾
市
社
会
福
祉
協
議
会（
社
協
）

（
社
協
）

平
成
30
年
度
事
業
方
針

平
成
30
年
度
事
業
方
針

区　　分 予算額 予算概要・重点ポイント等

社会福祉事業区分 781,788

法人運営事業拠点区分 202,555 法人運営と地域福祉を推進するための基礎強化

地域福祉事業拠点区分 81,473 地域における見守りの強化と支えあいの仕組みづくりを重点的に事業化

受託事業拠点区分 172,423 指定管理事業および受託事業の管理運営

介護事業拠点区分 67,205 介護保険事業の推進のためより質の高いサービスの提供

障害者総合支援事業拠点区分 233,892 障がいのある方へのぬくもりのあるサービスの提供

退職手当積立金事業拠点区分 24,240 常勤職員、常勤嘱託、非常勤職員の退職手当の積立

収益事業区分 32,816

収益事業拠点区分 32,816 売店・自動販売機の収益を法人運営するために基礎強化を図る

合　　　計 814,604

社
協
の
平
成
30
年
度
の

地
域
福
祉
事
業

つ
な
が
り
づ
く
り
と

専
門
機
関
へ
の
橋
渡
し

見
守
り
と
相
談
の
拠
点
を

設
置
し
て
い
ま
す

地
域
の
声
を
聞
き
な
が
ら

（
12
支
部
の
取
り
組
み
）

そ
の
他
の
主
な
事
業

理
　
事

（平成30年6月21日　現在）

評
議
員

監
　
事

会
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※

敬
称
略
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12支部社協で進めるぬくもりのある地域づくり！12支部社協で進めるぬくもりのある地域づくり！

　平成30年４月１日より上尾市社会福祉協議会
会長に就任いたしました、畠山稔でございます。
　少子高齢化が進み、また、いわゆる2025年問題
を間もなく迎えるというように、福祉問題はますます大きくなっ
てきておりますが、市行政と連携して福祉向上に努めてまいりま
すのでご支援ご協力を賜りますよう心からお願い申し上げます。
　さて、上尾市社会福祉協議会では、「第２次上尾市地域福祉計
画・第５次地域福祉活動計画」に基づき、地域の人間関係、連帯
感の希薄化や福祉対象者が孤立している状況への対策として、
12支部社協が中心となりながら、それぞれの地域の特色のある
取り組みを推進していきます。また、12支部社協では、温かな
ぬくもりのある互助活動として、「近隣見守り活動」と連動した住
民の方に気軽に立ち寄っていただける「相談窓口の開設」や、身
近な場所でのサロン活動や交流会事業等の「集う場づくり」への
支援を、支部関係者皆さんの力を合わせて行っております。
　社会福祉協議会の役割は益々重要になってきており、今後市民
の「誰もがつながりあって　安心して暮らせるまち　上尾」の実現
に向けて全力を挙げて努力する所存でありますので、どうぞよろ
しくお願い申しあげます。

会長就任のあいさつ

会長 畠山 稔

 年2回のぬくもり交流会で
　 コミュニケーションづくり

金 子 範 義

春はバスでのミニ旅行、秋は
美味しいものを食べながらの
交流会活動で笑顔が溢れます。

「地域支えあいの会」を進め
て安心とぬくもりのある
　　　　　　 地域づくりを

田 中　　崇

それぞれの事務区ごとの見守
り・サロン・子育て支援活動
の普及を進めていきます。

平成29年に作成した「地域
支えあい活動推進マニュア
ル」を基に、事務区に合った
地域活動を支援し、大石地
区の地域づくりが前進するよ
う、支部の組織や機能につ
いて検討していきます。

 住民が共に
　　 支えあい助け合う地域

有 田 泰 正

※敬称略

ぬくもりとつながりのある地域づくりの
ため、地域の身近な課題やアイディアを
出しあう地区社協懇談会を開催します。

「必要な人に必要なサービス
が必要な時に受けられる」
ことが大切です。さまざま
なニーズや情報を地域で共
有・一元化し、みんなで支
え合い助け合えるための検
討をしていきます。

 ふれあいサロンで
　       地域交流と見守りを

平 田 秀 明

サロン活動者の情報交換会を
毎年開いて、学び合いながら
楽しくやっていきます。

みんなが楽しく顔を合わせ
る機会としてサロン活動を
進めています。現在、10の
事務区でサロンが行われて
います。今後は、サロンを
通した見守り活動としても推
進していきます。

 様々な世代の力で
　　　　　 活気ある地域へ

石 原 暉 夫

孤立化、引きこもりを防ぐため
に、「集いの場」を数多く開催し
ます。

住民同士が交流を図れる集
いの場を作っていきます。
芝浦工業大学や上尾看護学
校等との連携で、様々な世
代の力を合わせて活気ある
地域を目指します。

  小地域での交流も目的の
      ひとつ！「介護予防教室」

宮 本 利 章

６会場で年２回開催。体操や歌
などを通して、笑顔あふれる活
動で盛り上がっています。

歳末の時期に行う「カレン
ダー配布」や「草もち交流
会」などの事業も含め、年
間を通して、孤立者を増やさ
ない地域、健康でいきいきと
暮らせる地域を目指します。

 尾山台福祉ネットワーク
　  で安心して暮らせる
 　　　　　　  地域づくり

宮 本 達 三

みんなが安心して暮らせる地域
へと、関係機関と連携していき
ます。

自治会・市・地域包括支援
センター・UR等との連携
で、包括的な地域福祉の一
翼を担っていきたいです。
また、様々な事業を通じ
て、住民同士の親睦を深め
ていきます。

「お互い様」を合言葉にした
“支え合い・助け合い”の
　　　　　　 仕組みづくり

中 田 勝 己

分会ごとに、集いの場をセッテ
ィング！ “地域のつながり”を
つくります。

分会（事務区）ごとの交流
会、サロン、だんらんの家
をはじめ、様々な事業を活
発に行うことで、顔を合わ
せる機会を増やし、地域の
見守り活動として進めてい
きます。

 「助けあい在宅サービス」
    でお互い様の地域づくり

髙 橋 敏 子

「困ったときはお互いさま」
と、介護保険制度でも賄えな
い部分を支援しています。

親睦と見守りを兼ねた茶話
会やおしるこ会を実施し、と
ても好評を得ています。こ
れからも子どもたちや障が
い者、高齢者の方々の居場
所づくりに力を注ぎます。

 「地域のちいさな
　  たすけあい」活動の推進 

宮 﨑 年 三

「住んで良かったと思える地
域」を目指して、事務区ごとの
助け合いをバックアップします。

各事務区や自治区での助け
合い活動の立ち上げを進め
ます。また、年間を通じた
事業の見直しを含めて検討
しながら、原市地区の福祉
活動を一層盛り上げていき
ます。

「たすけあい“かみひら”」
で助けられ上手・助け上手に

長島喜久夫

利用する側、協力する側が会
員となり、「お互い様」の和を広
げます。

誰もが地域の中で自立した
生活が送れるように、「困っ
たときはお互い様」の助け
合い活動ができる地域を目
指していきます。

 いきいき教室（通所型サービスB）
 　　　  で楽しく健康づくり

鮫 嶋 紀 子

月２回実施し、体操や茶話会で
交流を深めています。

地域の交流の場として、「い
きいき教室」を実施してい
ます。住民が主体的に取り
組める介護予防教室を目指
します。

高齢者や障がい者の方々を
含め、地域で自立した生活
が送れるように、近隣の見
守り活動を活性化し、交流
し合える「ぬくもりのあふれ
る上尾東」の地域づくりを
目指します。

今年の一押し！
上 尾 東 支 部

今年の一押し！
上 尾 西 支 部

今年の一押し！
上 尾 南 支 部

今年の一押し！
平 方 支 部

今年の一押し！
原 市 支 部

今年の一押し！
大 谷 支 部

今年の一押し！
原市団地支部

今年の一押し！
尾山台団地支部

今年の一押し！
西上尾第一団地支部

今年の一押し！
西上尾第二団地支部

今年の一押し！
大 石 支 部

今年の一押し！
上 平 支 部
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平成30年度上尾市社会福祉協議会
会 員 加 入 の お 願 い
平成30年度上尾市社会福祉協議会
会 員 加 入 の お 願 い
平成30年度上尾市社会福祉協議会
会 員 加 入 の お 願 い
　社会福祉協議会（社協：しゃきょう）は、地域にお住いの皆さまと「共に支えあう安心とぬくも
りのある地域づくり」を推進する民間団体です。
　地域福祉活動のより一層の充実を図るため、会員加入にご協力をお願いいたします。

施設会員（福祉施設等）　 9,000円
団体会員（事業所等） 5,000円

世帯・個人会員

1口 

1口 

1口 

500円

上尾市の地域福祉活動を支えるために
使われております。

上尾市の地域福祉活動を支えるために
使われております。

上尾市の地域福祉活動を支えるために
使われております。

専用の申込用紙で、指定金融機関へお振込みいただくことに
より加入できます。

　専用の申込用紙に必要事項を記入いただき、お住まいの地
区の事務区長・班長さんなどの役員の方に申込みください。

 500円
1口

です!

お預かりいたしました寄付は、有効に活用させていただきます。 平成30年３月１日～５月31日受付分（敬称略・順不同）

善意銀行・ボランティア基金にご協力をいただきありがとうございました

　車イスのままで乗り降りができるリフト付きの車を貸し
出しています。
　外出や通院などにぜひご利用ください。

平成16年式
長さ 499cm
幅  169cm
高さ 228cm
乗車定員 8名

（うち車イス2名）

・上尾市在住で、車イスを利用している方、
外出に介助を必要としている方。
・身体障害者団体。
・利用される方が確保してください。
・無料。
ただし、燃料費、有料道路通行料金、駐車
場代は利用者負担。
在宅福祉課　支援係（担当）
電話　７７３－８５００
FAX　７７２－８６４７

ご利用できる方

運転者について

利 用 料 金

問 い 合 わ せ

　共同募金配分金をもとに、対象となる小学生・中学
生に対し援助をしています。申請書に必要事項を記入
のうえ、以下のとおり提出してください。
〔援助行事等〕
○対象行事　遠足費（宿泊を伴わない事業）
　対象世帯　要保護（生活保護を受給している）世帯
　援 助 額　小学生　実費額（ただし上限2,000円）
　　　　　　中学生　実費額（ただし上限4,000円）
○対象行事　林間（臨海）学校費（宿泊を伴う事業）
　対象世帯　準要保護（教育委員会の援助を受けてい

る）世帯
　援 助 額　小・中学生　実費額（ただし上限

10,000円）
※申請については当年度の行事1回とさせていただ
きます。

〔申請方法〕
　申請書は通学されている小・中学校から対象の世帯
の方に行事参加終了後、配布されます。「遠足費等援
助費申請書」に必要事項を記入し、上尾市社会福祉協
議会まで直接提出いただくか、右記の郵送先へ郵送し
てください。

〔提出書類〕
１）遠足費等援助申請書
２）振込先の通帳1ページ目のコ
ピー（口座名義等確認）

〔申請書締切日〕
　平成31年3月15日（金）必着（随時受付）
　行事終了後速やかに申請してください。
　
　申請内容につきましては、学校に行事参加状況等の
確認をさせていただきます。その後、社会福祉協議会
より保護者様あてへの決定通知の郵送及び、ご指定口
座への振込みをさせていただきます。
　記入方法等にご不明な点がございましたら、連絡先
までお問い合わせください。

　問い合わせ・郵送先
〒362-0011　上尾市大字平塚724番地
上尾市社会福祉協議会　地域福祉課　総合相談係
（遠足費援助申請書在中と封筒への記載をお願いします）
TEL　048－773－7155
8：30～17：15　月～金曜日（祝祭日を除く）

●病気で入院していた父。暖かくなってき
たので外出を考えていました。
　「あゆみ号」を借りて、久しぶりにお花
見！父の笑顔もみることができて、帰り
に外食もして、みんな笑顔にな
りました。

●父の病院が遠方でタクシーでは
経済的負担も大きいため、時々
活用させていただいています。

善意銀行（寄付金）
寄付者 寄付金（円） 寄付先

上尾市民吹奏楽団 36,391 上尾市社会福祉協議会のために
ゆうなぎ　橋本武昭 23,674 上尾市社会福祉協議会のために
上尾商工会議所女性会 10,000 上尾市社会福祉協議会のために
華の舞 創作舞踊連盟 51,378 上尾市社会福祉協議会のために
読売新聞　上尾・鴻巣支部 38,930 上尾市社会福祉協議会のために
河野歌謡教室 32,710 上尾市社会福祉協議会のために
押川　富久男 30,000 上尾市社会福祉協議会のために
松澤　春雄 50,000 上尾市社会福祉協議会大谷支部のために

ひまわりシール会 9,268 上尾市社会福祉協議会
西上尾第一団地支部のために

ひまわりシール会 9,268 上尾市社会福祉協議会
西上尾第二団地支部のために

松澤　春雄 50,000 ピュアスマイルのために
株式会社スパンコア 35,000 こども食堂とまとのために
株式会社スパンコア 25,000 子ども食堂でんでん虫のために
匿名 10,000 こども食堂とまとのために
匿名 10,000 えだまめ子ども食堂のために

善意銀行（寄贈品）
寄付者 寄贈品

匿名 読書拡大器

K．I ボックスティッシュ420箱

清川　暉子 布

コンサートホール上尾 お菓子大１箱

明治神宮崇敬会 洗濯用洗剤20セット

鈴木　隆夫 お米 15㎏

浦　たまか 子供服 4箱、文房具 1箱

匿名 毛糸 20玉

ボランティア基金
寄付者 寄付金（円）

とこや　たかはし 2,000

ヘアサロン　ＹＯＵＮＧ＋ 1,100

ヘアーサロン　ヒロ 1,204

会 員 会 費 社会福祉協議会

例えば…

気軽に立ち寄れるたまり場で仲間づくり「地域サロン」

　社会福祉協議会の活動に賛同して
いただくサポーターです。ボラン
ティア活動などへの参加が難しくて
も、社協会員の会費をもって地域福
祉活動への応援につながります。
※加入は強制ではなく任意です。加入の有無
で特典や不利益は生じません。

～誰もがつながりあって安心して暮らせるまち上尾～

会員とは？会員とは？

要保護及び準要保護世帯の児童・生徒遠足費等の援助について要保護及び準要保護世帯の児童・生徒遠足費等の援助について要保護及び準要保護世帯の児童・生徒遠足費等の援助について

利用者の声利用者の声

あゆみ号あゆみ号

あゆみ号


